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BBEC Bornean Biodiversity and Ecosystems 

Conservation 

ボルネオ生物多様性・生態系保

全プログラム 

BR Biosphere Reserve 生物圏保存地域 

C/P Counterpart  カウンターパート 

CBD Convention on Biological Diversity 生物多様性条約 

CEPA Communication, Education and Public 

Awareness 

広報教育啓発活動 

CRBR Crocker Range Biosphere Reserve クロッカー山脈生物圏保存地域 

CUZ Community Use Zone コミュニティ利用ゾーン 

DID Department of Irrigation and Drainage 灌漑排水局 

DOA Department of Agriculture 農業局 

EPD Environment Protection Department 環境保護局 

GEF Global Environmental Facility 地球環境ファシリティ 

ICC International Co-ordinating Council  （MAB計画）国際調整委員会 

ISCMW International Symposium on Conservation and 

Management of Wetlands 

国際湿地シンポジウム 

IPSI International Partnership for the Satoyama 

Initiative 

SATOYAMA イニシアティブ国

際パートナーシップ 

ITBC Institute for Tropical Biology and Conservation サバ大学熱帯生物学保全研究所 

JICA Japan International Cooperation Agency 独立行政法人国際協力機構 

LKSW Lower Kinabatangan and Segama Wetland キナバタガン・セガマ河下流域

湿地 

LSD Lands and Surveys Department 土地測量局 

MAB計画 Man and Biosphere Programme 人間と生物圏計画 

MONRE Ministry of Natural Resources and Environment 天然資源環境省 

NRO Natural Resources Office 天然資源庁 

ODA Official Development Assistance 政府開発援助 
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 調 果 表    

1. の  
国 マレーシア を 点とする 多 ・

のための な 発プロジェクト 
分野 自  援 技術 プロジェクト 

地  2.2   
期間（4 間） 

2013 7 1 2017 6 30  
関 機関  

・ 政 機関（ 、 多 セン ー、

、 等）、 
・国 大 研 （ITBC-UMS） 
本 機関  

 
1-1 の と  

マレーシア・ には、 アジア 高 の ル アジア の する 地

、 域のマン ロー 等、 的に多 な と が られる。しかし、大

ア ラ シプラン ーション 発等により、 の は1970 代と して、

3分の2 に した。また、 等の も している。 の 果、

自 の が高い 的な 活を 地域住民は、自 の に い、 活

が かされている。 行政 国 機 （JICA）は、 の 多 に対し

て 合的に り ために、 政 国 大 （UMS）等とともに技術 プロジ

ェクト ル 多 ・ プロ ラ （BBEC） を実施した（ ェー 1、2）。

BBEC1 では の 多 のための 的かつ なアプロー の を

標として、研 機関の体 、研 成果の発表、 理の を り入れたクロ

ー 理計画の 及び実施、セ マ 域野 の 、住民参加

コ ー の 行、 活動の実 、国 セ ーの 等を支援した。BBEC2 で

は における 多 のための体 と、マレーシア国内 の知識・情報発

の 点 を 標として、 多 セン ーの 、 多

（SBS） の 、クロ ー 及び 域の国連 機関（UNESCO）

と （MAB）計画 の つで る 地域（BR） の登録申請、セ マ

域野 の登録、 ン ン・セ マ 域 地（LKSW）のラ ール

の登録及び 理計画の 、 多 に る 国研修の実施等を支援した。  

2011 8 、マレーシア政 から、SBS 後の実施支援、ラ ール 登録 地

スコBR登録 地をは めとする 及び ー ーンの 合 理の 進、 国

研修を通 た アジア 国連合（ASEAN）地域 の 多 に る経験共有を内容とす

る後 の技術 プロジェクトが 請され、2013 より本プロジェクトが された。 
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1-2 内容 

本プロジェクトは、2015 6 30 に されたプロジェクト・ ン・マト クス

（PDM）Version 4に い実施されている。 

(1) 標 

が 多 と な 発のアジアにおける中 的 点として国内的・国

的に知られる。 

(2) プロジェクト 標 

国内的・国 的認知のもとに における な 発のための 多 ・

が 進される。  

(3) 成果 

1. における 多 ・ の 理シス が される。 

2. 多 ・ に関する の経験が国内的・国 的に共有される。 

(4) 入（ 了時 時点での実 ） 

本  

- 期専門家 合計 4  

・2 ー ・ア ー 

・1 調整 ・1 調整員/  

-短期専門家 合計 36  

-本邦研修 合計 36 （2016 9 現 ） 

-機 556 （1 ン  =25.00 ） 

-ロー ルコスト 49,033  （2016 9 現 ） 

マレーシア  

- ン ー ート（C/P）配置 15機関 

-プロジェクト事 （NRO）内のプロジェクト事 及び 設  

- 支 3,600 ル（NRO） 

 

2. 調 の  

調  

 分野  

 /  JICA地 ・自 ループ 自

ー 画  

 画 
JICA地 ・自 ループ 自

ー 専門  

 分  A&Mコン ル ント（有） 
 

調 期間 2016 10 30 11 17  了時   
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3. 果の  

3-1 実 の確認 

(1) 成果 

成果 設 された つの指標のう 、 つの指標は 成されており、 つの指標は 成

される で る。  

指標 1-1 成 クロ ー 地域（CRBR） 理計画及び 事 計

画は され、プロジェクト 了までに 政 によ て承認される で

る。  

指標 1-1-1 成  （ ロ ト・ トの 住民の は 後 される。） 

指標 1-1-2 成 み 報 発活動（CEPA）の 指 （TOR）研修の大多数

の参加者は 知識を 得し、 意識が している。  

指標 1-2 成 み（CEPA ト研修の大多数の参加者に に対する意識 と行動

容が た とが確認されている。） 

指標 1-3 成 み（プロジェクト活動を通 て、 ー ト・ ループの知識が し

た とが確認されている。） 

指標 1-4 成 み（ SBS ン シス が に 2016 10 11 から

動する。） 

成果 2 設 された つの指標はす て 成されている。 

指標 2-1 成 み（ の経験に関する 5 の を作成した。） 

指標 2-2 成 み 2014 と 2016 に 地 ・ 理に関する国 シン ジ

（ISCMW）を共 し、CRBRの国内セ ーを 2015 12 に した。 

指標 2-3 成 み（C/P機関は 2つ の国 セ ー、 ークショ プ、会 に参加

した。） 

指標 2-4 成 み（ 国研修に合計 70 が参加した。） 

指標 2-5 成 み（ 国研修参加者の 92 95%が と した。） 

指標 2-6 成 み NROはマレーシアで の SATOYAMA シア のための国

ート ーシ プ会 （IPSI）の 会員とな た。また、自 ・

（MONRE）にマレーシア国家 地員会が設置された。  

指標 2-7 成 み（2014 に された SBSの が マレーシア 多 国家

に されている。） 

 

(2) プロジェクト 標 設 された つの指標のう 、 つの指標は 成 みで り、 り

つの指標は 成 で る。 

指標 1 成 み（ SBS はプロジェクトの支援により作成された。） 

指標 2 成 （SBS は ン シス を通 て ーされ、 果は報 さ

れる。） 
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指標 3 成 み マレーシア 多 国家 は SBS の の官報 の

計画と ール（ 的 理）に 及している。また、IPSIのアジア地

域会合を 2017 4 に し、 の経験と知識を共有する で る。  

指標 4: 成 み CRBRは UNESCO MAB計画の BRに 2014 6 に国 調整委員会

（ICC）によ て承認され、コ ル（KK） 地はラ ール の登録

を ている。  

 

(3) 標 つの指標が 標の 成 を するために設 されている。 

指標 1 から指標 3 に関しては、プロジェクト 了後 5 内に な情報を する

とで 成 を するように ンされている。そのため、 標の 成 を現時点

で する とは で る。 、指標 4 に関しては、 知 標の 成に対する

の は、2016 に シコで される 多 13 国会 （CBD-COP 

13）のマレーシア政 の報 で 及される で る。 

 

3-2 果の  

（1） : 高い 

 マレーシアの国家 発計画 11 マレーシア計画 （2016 2020 ）及び

の 発計画 発及び発 の指 の 的 期行動計画（2016 2035

）に合 している。 

 本の対マレーシア援 政 に合 している。 

 プロジェクトは、 的 発に な ー ト・ ループの 発に対 しており、

現行の PDM (Version 4) にも適 に されている。 

 

（2）有効 : 中 より高い 

プロジェクト 標はおお 成される とが される。中間レ ー調 時の に

より、現行 PDM (Version 4)において、成果とプロジェクト 標の間の 理的整合 は確

されている。  

 

（3）効 : 高い 

本 と ン シア による 入は 、 、 ン ともに適 で り、計画され

た活動実施に しており、成果の 成につなが ている。マレーシア からの 望 の

対 として、プロジェクト後 より 調整員が も している。C/P機関は本邦

研修で習得した知識 技術を 実施に適用している。事 の 加は、 していなか

たコ ールの 修と国 会 参加の 加により発 した。コ ー

ルの 修により ロ ト・ トでの活動が された。また、より多 の国 会 参

加により、 の経験が国 的に共有され、効果的に成果 成に している。プロジ
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加により、 の経験が国 的に共有され、効果的に成果 成に している。プロジ

 

ェクト活動の 的な れは ておらず、技術 も な 実施され、コスト・ ー

ーマンスは高い。 

 

（4） ン クト: 中 より高い 

標はおお 成される とが される。具体的な効果は C/P 機関の 発

と ロ トプロジェクト活動の成果において確認できる。 の ン クト 期できな

い の ン クトは確認されていない。 

 

（5） : 中 より高い 

政 ・ 的 及び技術的 は高い。しかしながら、 的 及び 政的

については、 、 員、 の確 に関し、 が な とから 中 と

した。 

 

3-3 プロジェクトの 進  

 NROの調整 の と関 機関の間で認識されている ー ーシ プ。 

 プロジェクト活動（ に、 国研修）の実施での UMS 大 の計画・ 理 の

高さ。 

 国 会 研修に適 な高 官 を 的に する とで、 ー ーシ プ/ シア

の だけでな 、 本との ト ークの を行 た と、例えば、UMSの

（ プロジェクト レク ー）の の が る。 

 本邦研修の実施が C/P機関 員の ーションを高めた と。 

 に、 国 研修に現地コ が参加する とで、 多 と

の意識と機 を した と。 

 

3-4 プロジェクトの  

 SBSの 承認が した と。 

 LKSW地域の の 。 

 プロジェクト活動に関 する C/P機関の られた 員数。 

 C/P機関 の 的な 配 （ に、C/P機関の が高 ないプロジェクト活動

の 員の配置と の配分）。 

 

3-5  

プロジェクト期間前 に数 の と に したものの、プロジェクト活動は 実

に進捗し、プロジェクト 了時までにプロジェクト 標がおお 成できる とを確認

した。プロジェクトは、 住民の 多 と に関する意識を し、C/P

機関が の 的 発という共通 標に けて する で な を果たした。 
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プロジェクトは、現地における調整の 、及び、本邦研修と短期専門家等現地 入の

有機的な支援を通 て、C/P機関の 発に大き した。その 果、C/P機関の技術

的及び 的 は大き した。  

うした 果は、C/P機関のプロジェクトと する い意 に加えて、プロジェクト活

動 の 的な関 によ てもたらされたもので る とは される きで る。 

の 果から、調 は、プロジェクトは の計画通り 2017 6 30 をも

て 了す きと する。 

 

3-6  

(1) C/P機関 

 プロジェクト関 機関は き き、知的 点として の 多 ・ に

事し、国内 に の知識・経験を 及する。 

 プロジェクト関 機関は、 の 多 ・ とともに ーン経 ・

発を 進する で、民間との連携を する。 

 的に を確 するために、プロジェクト関 機関は、 政 に せず、

き 動員に める。 

 

(2)  

 は、 の機関と し、 き き ロ ト・ トの活動を支援する。 

 は、地域住民の意 を み られるような ール 例えば参加 調

（PRA） を活用し、 地域においても 計 活動を 進する。また、 は、入

な 地域 有の を活用し、多 な 加 をつけた の 発を地

域住民に指導する。 

 

(3) JICA 

 JICAは、知的 点としての の経験・情報の発 を支援するとともに、 と

本の地 政 地域が 多 について共に る ト ークが かれるよう

き き支援する。 

 JICAは、 多 分野において、 き き の ート ーとしてさま まな

ス ー を通し 的に支援をしてい 。 

 

3-   

(1) プロジェクト レー ークとプロジェクト 理 

 プロジェクトの 入 と期間を して、 成 かつ具体的なプロジェクト 標

を設 する。さらに、 に 、 にプロジェクト 標を めた PDMの し・

修 をする。 
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を設 する。さらに、 に 、 にプロジェクト 標を めた PDMの し・

修 をする。 

 

 プロジェクト活動・指標はプロジェクトがコントロールできるものとする。例えば、

登録申請プロセスを支援できるが登録承認を支援できない。 

 多数の C/Pを対象としかつ活動分野・地域が多岐にわたる場合は、詳細活動計画（PO）

を作成し、具体的な PO（実施主体者、活動内容及び活動時期）を明確にし、プロジェ

クト調整委員会において各自の進捗情報を共有・確認、調整する。 

 

(2) 研修・短期専門家派遣の活用及び留意点 

 本邦研修と専門家を有機的に連携させる。例えば、研修員が研修で習得した技術・経験

を、専門家が現地適用のための指導をする、短期専門家が本邦研修で受入れ支援する等

の連携により、大きな成果が発現された。 

 研修員が研修期間中に作成するアクションプランに関し、プロジェクトの活動に有効な

計画を作成するよう事前に指導し、帰国後プロジェクトがその実施を支援する。 

 行政官のみならず、地域住民代表者が本邦研修に参加する機会を設ける。本邦研修を通

し、地域住民が知識・経験を得るとともに、行政官と地域住民のお互いの理解が深めら

れる。ただし、より高い効果のためには、現地語（マレー語）通訳の配置が望ましい。 

 

                                                                    -了‐ 
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Summary Results of the Terminal Evaluation Study 

I. Outline of the Project 
Country: Malaysia Project title: 

Project on Sustainable Development for Biodiversity and 

Ecosystems Conservation in Sabah 
Issues/Sector: Nature Conservation Cooperation scheme: Technical Cooperation 
Division in Charge: 
Global Environment Dept. 

Estimated Total Cost:  
Approx. 222 million yen 

  
Period of Cooperation:(R/D): 
July 1, 2013 – June 30, 2017 (four 
years) 

Implementing Organizations: 
・Sabah State Govt. Agencies (NRO, SaBC, SFD, SP, 

SWD, EPD, DID, etc.),   
・ Institute for Tropical Biology and Conservation, 
University of Malaysia, Sabah (ITBC-UMS) 
Related Organizations in Japan: 
Ministry of Environment 

1-1. Background of the Project 

Sabah is one of the few places on earth still blessed with mega-biodiversity, which is not only 

vital to sustainable socioeconomic development of the State, but also a treasure for all humankind. 

Conservation of its biodiversity and ecosystems is of utmost importance. 

JICA supported the Malaysian Federal and Sabah State Governments through the “Programme for 

Bornean Biodiversity and Ecosystems Conservation (BBEC) Phase 1 and 2” as technical 

cooperation projects under Japan’s Official Development Assistance (ODA). The Programme 

Purpose of BBEC/Phase 1 (February 2002 – January 2007) was “Comprehensive and sustainable 

approach for conservation is established,” while BBEC/Phase 2 (October 2007 – September 2012) 

aimed “A system for biodiversity and ecosystem conservation in Sabah is strengthened and Sabah 

State becomes capable of extending knowledge and skills on biodiversity conservation to other 

states of Malaysia and foreign countries.” 

The authorities concerned of the Government of Malaysia have set the implementation of Sabah 

Biodiversity Strategy as a next step to be taken and requested the Government of Japan for the 

“Project on Sustainable Development for Biodiversity and Ecosystems Conservation in Sabah 

(SDBEC).” 

 

1-2. Project Overview 

  The Project is being implemented according to PDM (version 4) modified on 30 June 2015. 

(1) Overall Goal 

  Sabah is known as the Asian Centre of Excellence for biodiversity conservation and sustainable 

development nationally and internationally. 
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 (2) Project Purpose 

Biodiversity and ecosystem conservation for sustainable development in Sabah is promoted with 

national and international recognition.  

 

 (3) Outputs 

Output1: Management system of biodiversity and ecosystem conservation in Sabah is 

strengthened. 

Output2: The Sabah's experiences in biodiversity and ecosystem conservation are shared 

nationally and internationally. 

 

 (4) Inputs (as of Terminal Evaluation) 

Japanese Side: 

-Long-term Experts: 4 persons in total 

 2 Chief Advisors    

 1 Project Coordinators and 1 Project Coordinator/Environmental Education 

-Short-term Expert: 36 persons in total 

- Trainees received in Japan: 62 persons in total (as of September, 2016) 

-Equipment Provision: Approx.55,6200 JPY  (1 Malaysia Ringgit =25.00 JPY) 

-Local Operational Cost: Approx. 49033 thousand JPY (as of September, 2016) 

Malaysia Side: 

- Counterpart Agencies: 15 different agencies  

- Land and facilities: Project office in NRO 

- Budget Execution of NRO: Approx. 3,600 US dollar  

 

II. Evaluation 
Terminal Evaluation Team 

Name Position Affiliation 
Ms. Misa KEMMIYA Leader Senior Deputy Director, Nature Environment Team 1, 

Forestry and Nature Conservation Group, Global 
Environment Department, JICA 

Ms. Reiko IITSUKA Cooperation 
Planning 

Officer, Nature Environment Team 1, Forestry and 
Nature Conservation Group, Global Environment 
Department, JICA 

Dr. Tetsuro HAMADA Evaluation 
Analysis 

Senior Consultant, A&M Consultant. Inc. 
 

Period of Evaluation: 30 Oct – 17 Nov. 2016 Type of Evaluation: Terminal Evaluation 
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III. Results of Evaluation 

3-1. Achievements 

(1) Outputs 

Output 1: Four out of six indicators have been achieved and two indicators are to be achieved.  

Indicator 1-1: To be achieved (Management plan for Crocker Range Biosphere Reserve (CRBR) 

and its annual plan were finalised and will be approved by the end of the Project.) 

Indicator 1-1-1:To be achieved (Level of satisfaction of project site beneficiaries will be 

assessed.) 

Indicator 1-1-2: Achieved (Majority of CEPA TOR participants obtained knew knowledge and 

improved their awareness.) 

Indicator 1-2: Achieved (Majority of CEPA kit training participants confirmed to be more 

concerned about environment and changed their behavior.) 

Indicator 1-3: Achieved (Knowledge of target group has been enhanced by the project activities.) 

Indicator 1-4: Achieved (The revised SBS monitoring system was launched on 11 October 2016.) 

 

Output 2: All of indicators have been achieved.  

Indicator 2-1: Achieved (More than five (5) documents have been prepared.) 

Indicator 2-2: Achieved (Two International Symposiums on Conservation and Management of 

Wetlands (ISCMW) in 2014 and 2016 were co-organized and national CRBR 

Seminar was organized in December 2015.) 

Indicator 2-3: Achieved (C/Ps have participated in more than two international seminars, ect.) 

Indicator 2-4: Achieved (70 persons in total have participated in TCTP.) 

Indicator 2-5: Achieved (92-95% of participants showed their satisfaction to TCTP.) 

Indicator 2-6: Achieved (NRO became the first official International Partnership for the Satoyama 

Initiative (IPSI) member in Malaysia and National Committee of wetlands in 

Malaysia is formed under Ministry of Natural Resources and Environment 

(MoNRE.) 

Indicator 2-7: Achieved (SBS formulated in 2014 has been incorporated in the National Policy on 

Biological Diversity in Malaysia.) 

 

(2) Project Purpose: Three indicators out of four have been achieved and one is to be achieved. 

Indicator 1: Achieved (Revised SBS was prepared and approved through support from the 

Project.) 

Indicator 2: To be achieved (SBS will be monitored through monitoring system and reported.) 

Indicator 3: Achieved (National Policy on Biological Diversity in Malaysia refers to SBS for 

gazetting protected areas and the Tagal. Sabah State Government will host IPSI 
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regional workshop for Asia in April 2017 and will share its experience and 

knowledge.) 

Indicator 4: Achieved (CRBR was declared by ICC for MAB programme under UNESCO in June 

2014 and Kota Kinabalu (KK) Wetland is waiting for designation as a Ramsar 

convention site.) 

 

(3) Overall Goal: Four indicators are established to measure the level of achievement.  

The indicators of 1 to 3 are designed to measure the degree of fulfillment by collecting necessary 

information in 5 years after the end of the Project. In respect to Indicator 4, It is expected that 

Sabah’s contribution to the achievement of Aichi Target will be mentioned in the report for 

CBD-COP 13 in Mexico in 2016. 

 

3-2. Evaluation Results by Five (5) Evaluation Criteria 

Results of Terminal Evaluation by the five (5) evaluation criteria are summarized below. 

 

(1) Relevance: High 

 The Project is consistent with the Malaysian national development plan “11th Malaysia Plan” 

as well as the Sabah state’s development plan “Direction of Sabah State Development and 

Advancement” and “Sabah’s Strategic Long Term Action Plan.” 

 The Project is consistent with Japan’s ODA policy. 

 The Project responded to necessity of capacity development of the target group for 

sustainable development and appropriately reflected in the current PDM (version 4). 

 

(2) Effectiveness: Medium high 

Project Purpose is most likely to be achieved. The relationship between Outputs and Project 

Purpose is logically connected in the current PDM (version 4) due to adjustment by the Mid-Term 

Review. 

 

(3) Efficiency: High 

Inputs from both Malaysia and Japanese sides have been appropriate in terms of quality, quality 

and timeline to contribute to the implementation of planned activities. Responding to the request 

from the Malaysian Government, the present Project Coordinator has playing a role of 

environmental education expert as well. The C/P agencies have applied technologies and knowledge 

obtained from the training courses in Japan to their own work. The increase in the total cost was 

explained by the renovation of a community hall at one of pilot sites and the C/Ps’ participation in 

more international conferences. The activities at the pilot site were strengthened due to the 
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renovation. The C/Ps joined more international conferences than originally anticipated and this 

effectively led to achievements of outputs. The significant delay of the Project activities is not 

identified and technology transfer is conducted without any difficulties. Cost-performance is high. 

 

(4) Impact: Medium high 

Overall Goal is most likely to be achieved. The tangible effects are observed on capacity 

development of C/P agencies and outcome of the pilot project activities. No negative impact and 

unexpected negative impact are identified. 

 

(5) Sustainability: Medium high 

Policy/institutional aspects and Technical aspect are “high”. Organizational aspect and Financial 

aspect are “medium” due to uncertainty of budget, manpower and resources. 

 

3-3. Major supporting factors to achieve the Project Purpose 

 Enhancement of NRO's coordination capacity and its recognized leadership among the 

stakeholders.  

 High capacity of planning and management of UMS in implementation of the Project 

activities, particularly implementation of TCTP. 

 Strategic selection of appropriate senior officials for trainings and international meetings for 

enhancing their leaderships and initiatives as well as developing networks in Japan, for 

example the visit of Vice-chancellor of UMS (Deputy Project Director) to Hokkaido in Japan.  

 Extension of technical trainings in Japan as motivation for staffs of the C/P agencies. 

 Involvement of local communities in Regional-focused trainings for Sabah, which enhanced 

their empowerment and awareness for biodiversity and ecosystem conservation.  

 

3-4. Major hampering factors to achieve the Project Purpose 

 Delay in obtaining approval of SBS from the Cabinet. 

 Unfavorable security situation in the Lower Kinabatangan and Segama Wetland (LKSW) 

area. 

 Limited number of staffs in the C/P agencies involving in the Project activities. 

 Limited financial allocation to the C/P agencies (Particularly the Project activities that are 

not the C/P agencies’ prioritized activities).  

 

3-5. Conclusion 

The Team confirmed that the Project has been carried out satisfactory and it is most likely to 

achieve Project Purpose by the end of the Project even though the Project encountered several 

－ v －



－ vi －
 

constraints and difficulties in the first half of the Project period. The Project has improved awareness 

of peoples in Sabah for biodiversity and ecosystem conservation, and played an important role to 

encourage various C/P agencies to collaborate towards the common goal of sustainable development 

in Sabah State.  

The Project has greatly contributed to capacity development of the C/P agencies particularly 

through technical trainings in Japan and inputs from short-term experts. Accordingly, the C/P 

agencies have sufficiently improved their technical and institutional capacities.  

It should be noted that these results are attributed to the strong willingness of the C/P agencies to 

cooperate with the Project and their initiatives for the Project activities. 

Judging from the above findings, it is concluded that the Project should be terminated on 30 June, 

2017 as planned. 

 

3-6. Recommendations 

(1) Counterpart Agencies 

 C/P Agencies will continue to engage in the conservation of biodiversity and ecosystems in 

Sabah as the Asian Centre of Excellence for biodiversity conservation and sustainable 

development. They will also continue to disseminate and share such knowledge and 

experience nationally and internationally especially through NRO and UMS.  

 C/P agencies are expected to strengthen collaboration with private sector in order to promote 

Green Development and Economy for conservation of biodiversity and ecosystems in Sabah. 

  For sustainable financing, C/P agencies will continue to make efforts to mobilize external 

financial resources rather than relying on the State Government budget.  

 

(2) Department of Agriculture 

 DOA will continue to support activities at the pilot sites under collaboration with other 

relevant C/Ps.  

 By utilizing tools such as PRA, DoA will promote the livelihood improvement activities to 

other villages. For development and value-add of agricultural products, DOA will guide the 

local communities to diversify the products based on the available local resources and 

cultures. 

  

(3) JICA 

 JICA will continue to be a partner of Sabah for the conservation of biodiversity and 

ecosystems. 

 JICA will continuously support Sabah as COE to disseminate their information and 

experiences as well as to facilitate Sabah’s network with Japanese sites, areas, local 
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 By utilizing tools such as PRA, DoA will promote the livelihood improvement activities to 
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local communities to diversify the products based on the available local resources and 

cultures. 

  

(3) JICA 

 JICA will continue to be a partner of Sabah for the conservation of biodiversity and 
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experiences as well as to facilitate Sabah’s network with Japanese sites, areas, local 

 

governments for mutual learning on biodiversity conservation.  

 

3-7. Lessons Learned 

(1) Project Framework and Project Management  

 To set a concrete and achievable project purpose and review/revise the PDM if necessary. 

 To design project activities and indicators which C/Ps and JICA experts can directly engage 

or/and support. 

 To develop and share a detailed Plan of Operation among C/Ps. 

 

(2) Utilization of trainings in Japan and JICA short-term experts 

 To utilize trainings in Japan and short-term experts to maximize impact. 

 To utilize action plans of JICA trainees to the Project implementation. 

 To include the representatives of local community in training with government 

officials.                                                                   

                   

-End- 
 

－ vii －



－ 1 －

 

 
 

第 の  

 

－

マレーシア・サバ州 アジア の バ アジア の生 地

林 のマングロー 林 的 多様な生態系 生物

大規模 ア ラ シプラン ーシ ン開発 州の森林 1970 

3 の 2 た た の環境 化 化 い

の への い 的な生活 営 地 環境の

化 い 生活 い  

立 政法 国際協力機 （Japan International Cooperation Agency JICA） サバ州の

生物多様性保全 対 的 ため サバ州政 国立サバ大学（Universiti 

Malaysia Sabah UMS） 技術協力プロジェクト ネ 生物多様性・生態系保

全プログラム（Bornean Biodiversity and Ecosystems Conservation BBEC） た（ ェ

ー 1 2） BBEC 1 サバ州の生物多様性保全のための 的 持続 なアプロ

ー の 研 機関の 化 研 の発 協 保 管理の

たクロッ ー 公園管理計画の策 及び セ マ河 野生生物保

全 の 参加型 コ ーリ ムの 環境教育活動の 国際セ ーの開

支 た BBEC 2 サバ州 生物多様性保全のための 化 マレ

ーシア国 への ・ 発 の 化 サバ州生物多様性センターの

化 サバ州生物多様性戦略（Sabah Biodiversity Strategy SBS） の策 ク

ロッ ー 公園及び の国連教育科学文化機関（United Nations Educational, Scientific 

and Cultural Organization UNESCO） 生物 （Man and Biosphere MAB）計画 への

録 セ マ河 野生生物保全 の 録 バタン ン・セ マ河 地

（Lower Kinabatangan and Segama Wetland LKSW）のラムサー への 録及び管理計画

の策 生物多様性保全 第三国研修（Third Country Training Programme TCTP）の

支 た  

2011 8 マレーシア政 SBS 策 の 支 ラムサー 録 地

UNESCO MAB 録 地 め 保 及びバッ ー・ ーンの 管理の

第三国研修 た アジア 国連 （Association of Southeast Asian Nations ASEAN）

地 への生物多様性 の技術協力プロジェクト

2013 プロジェクト 開 た  

 

－２

の 的 た  

 

－ 1 －



－ 2 －

 

 
 

(1) 討議議事録（R/D） の 計画 のプロジェクト・デザイン・マトリックス

（PDM）の Version 4 及び活動計画（PO） プロジェクトの

 

(2) プロジェクト 5 （ 性 性 性 イン クト 持続性）の観

 

(3) プロジェクト プロジェクト 活動 関  

(4) プロジェクト 教  

(5) 書 、協議議事録  

 

の 成－３

調査 （ 調査 ） 示 た ンバー  

属

/ JICA 地球環境 森林・ 環境グ ープ 環境第 ーム 画

協力 画 JICA 地球環境 森林・ 環境グ ープ 環境第 ーム

  A&M コンサ タント（ ） 

 

－

マレーシア の 地調査 2016 10 30 2016 11 17 た

地調査 の 調査 書（ 文） Appendix 1 示 た

リスト Appendix 2 示 た  

 

の－５

プロジェクトの JICA 事業 イ ライン第 1 

調査 プロジェクト 三 の (i) プロセス  (ii) (iii) 

5 の （ 性 性 性 イン クト 持続性 ）  

プロジェクトの のため た 指 Appendix 3の

グリッ た  

データ のため 調査 文 調査 い 続い プロジェクト 関

サバ州政 機関 員 UMS 生物学保全研 （Institute for Tropical Biology and 

Conservation ITBC） 関連 事務 イロットプロジェクトのサイトの JKK会 （村

・開発委員会 Jawatankuasa Kemajuan dan Keselamatan Kampung） 対

調査 インタビ ー調査 た 調査 プロジェクト

関 （ 地 NGO UNDPの国連機関な ） 対 調査 た た 調査

イロットプロジェクトのサイトの 2 た た   

の調査 調査 プロセス プロジェクトの 査

示 5 プロジェクト た  
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－ 3 －

 

 
 

(1) 討議議事録（R/D） の 計画 のプロジェクト・デザイン・マトリックス

（PDM）の Version 4 及び活動計画（PO） プロジェクトの

 

(2) プロジェクト 5 （ 性 性 性 イン クト 持続性）の観

 

(3) プロジェクト プロジェクト 活動 関  

(4) プロジェクト 教  

(5) 書 、協議議事録  

 

の 成－３

調査 （ 調査 ） 示 た ンバー  

属

/ JICA 地球環境 森林・ 環境グ ープ 環境第 ーム 画

協力 画 JICA 地球環境 森林・ 環境グ ープ 環境第 ーム

  A&M コンサ タント（ ） 

 

－

マレーシア の 地調査 2016 10 30 2016 11 17 た

地調査 の 調査 書（ 文） Appendix 1 示 た

リスト Appendix 2 示 た  

 

の－５

プロジェクトの JICA 事業 イ ライン第 1 

調査 プロジェクト 三 の (i) プロセス  (ii) (iii) 

5 の （ 性 性 性 イン クト 持続性 ）  

プロジェクトの のため た 指 Appendix 3の

グリッ た  

データ のため 調査 文 調査 い 続い プロジェクト 関

サバ州政 機関 員 UMS 生物学保全研 （Institute for Tropical Biology and 

Conservation ITBC） 関連 事務 イロットプロジェクトのサイトの JKK会 （村
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の調査 調査 プロセス プロジェクトの 査

示 5 プロジェクト た  

 

 
 

 

性

プロジェクトの 指 い （プロジェクト ） の

ー い 題 課題の 策 対 地

の政策 の 性 プロジェクトの戦略・アプロー 公

的 政 開発 （ODA） な い た

プロジェクトの 性・ 性

性
プロジェクトの 会への た

い の （ い た の ）

性
プロジェクトのコスト及び の関 活

い （ い ）

イン クト
プロジェクトの た 的 的 及

の際 な た ・ の ・

持続性
協力 プロジェクト 発 た 持続 い （ い

持続の ）

－ 3 －



－ 4 －

 

 
 

第 プロジェクトの  

 

プロジェクト ト ク （PDM）２－

PDM プロジェクトの 規 計画  PDM (Version 4) 

レビ ー調査 （2015 6 11 7 1 ）の調査 の 2015 6 30

い の の Appendix 4 示 い PDM 

(Version 4) い  

 

プロジェクトの２－２

プロジェクト  2013 7 1 2017 6 30 （4 ） 

プロジェクトサイト 

（サバ州） 

ラムサー 録 地 LKSW及び の （ 300 ha）の

コア リア及びバッ ー・ ーン 

UNESCOのMAB計画の 録 い クロッ ー 生物 保

地 （CRBR）のコア リア バッ ー・ ーン トランジシ ン

リア（ 35 ha） 

ター トグ ープ 

関 州政 機関の 員 

イロット・サイトの地  

UMSの研 ロー NGO 

実施機関 

サバ州政府機関 NRO）、サバ州 ンター SaBC）、

サバ州 SFD）、サバ州 SPs）、サバ州 SWD）、

EPD）、 DID）、 LSD）、 業 DOA）、

サバ 業 DFS）、サバ州 STB）、州政府 ニ ト

UPEN）、郡事務属 Tuaran, Tambunan, Penampang 及び Keningau 郡） 

ITBC/UMS 

 

プロジェクトの２－３

(1)  

 
サバ州 生物多様性保全 持続 な開発1のアジア 的

国 的・国際的  

指  

1.（協力 ）5 な 20 の研 生物多様性及び持続

な開発の研 のため サバ州  

2.（協力 ）5 な 5 の デ ア 生物多様性保全 持

続 な開発の のため サバ州   

                                                        
1 の文 の 持続 な開発 生物多様性 生態系の保全のため 地 の の持続的な 会・

活動の 指  
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－ 5 －
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プロジェクトの２－３

(1)  

 
サバ州 生物多様性保全 持続 な開発1のアジア 的
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指  

1.（協力 ）5 な 20 の研 生物多様性及び持続

な開発の研 のため サバ州  

2.（協力 ）5 な 5 の デ ア 生物多様性保全 持

続 な開発の のため サバ州   

                                                        
1 の文 の 持続 な開発 生物多様性 生態系の保全のため 地 の の持続的な 会・

活動の 指  

 

 
 

3.（協力 ）5 な 5 の生物多様性保全 持続 な開

発 関 サバ州の ・ 文 国際的な  

4. マレーシア政 の 関 書 サバ州の

 

 

(2) プロジェクト  

 
国 的・国際的 の サバ州 持続 な開発のための生物多様

性・生態系保全  

指  

1. プロジェクト活動 SBSの  

2. SBSの 化 た 法 ター Biodiversity Council及び

Chief Minister  

3. 生物多様性・生態系保全 関 サバ州の 国 的・国際的 い事

参  

4. 生物多様性保全 関 国際的な の 規サイト な

1 録 サイト  

の

ための

 

生物多様性・生態系保全 関 マレーシア及びサバ州の政策 の い

続  

 

(3)  

 指  プロジェクト

のための  

 1:  

サバ州

生物多様

性・生態系保

全の管理シス

ム 化

 

1-1. CRBRの管理計画及び 事業計画 州政

（プロジェクトの） イロット（サイト ）

活動及び 教育 発活動（CEPA）の な  

1-1-1  イロット・サイトの 生計活動

プロジェクト 育 活動

 

1-1-2  CRBR CEPA ット研修の対 の 保

全 対  

JICAの支 関

連プロジェクト

計画

 

 
1-2. LKSW CEPA ット研修の対 の 保全

対  

1-3. グ ープの生物多様性・生態系保全 関

 

1-4. SBS タリングシス ム  

 

－ 5 －



－ 6 －

 

 
 

 2:  

生物多様性・

生態系保全

関 サバ州

の 国

的・国際的

 

2-1.サバ州の 関 文書 な 5

 

2-2. な の国 国際セ ー ークシ

ップ 会議 開  

2-3. ンター ート（C/P）機関 な の国

際セ ー ークシ ップ 会議 参加  

2-4. な 50 TCTP 参加  

2-5. な 90%の参加 TCTP 関

 

2-6. 国 のネット ーク 生物多様性・生態系

保全のため  

2-7. 2014 マレーシアの National 

Biodiversity Strategy SBSの  

 

(4) 活動 

 活動  のための

 

 1:  

サバ州

生物多様

性・生態系保

全の管理シス

ム 化

 

1-1. SBSの な ・修 支  SBS 議

 

 

UNESCO 的

CRBR の

  

C/P 機関への

大 ない  

 

政 な

C/P

的 会議及びプロジ

ェクト活動 事

 

1-2. SBSの タリングシス ム 開発 （ ー

マット ー バック）  

1-3. CRBR の管理計画・ 事業計画の

ター 支  

1-4. C/P機関及び の関 の 続的な協力関

サバ州 い JICAの支 の環境

技術・ 保全プロジェクト2 協力 会 ・

的  

1-5. 管理計画の 調 のためのプロ

グラム 機関 協調 国連開発計画（UNDP）

地球環境 シリ （GEF） EU funded REDD+な

 

1-6. 生計 及び のため連 州 地 政

                                                        
2 のプロジェクト 1) 地球規模課題対応国際科学技術協力（Science and Technology Research 

Partnership for Sustainable Development SATREPS） 州 業大学 マレーシア・プトラ大学及びサバ大学 生

物多様性保全のための ーム 業 グリーン の プロジェクト （2013 2017 ） 2) の 技術協

力事業（JPP） （ ）バン ー ク 化法 バイ マス 化技術研修事業 （2012
2015 ） 3) の 技術協力事業（JPP） 農学園大学 バタン ン川 の生物多様性保全のた

めの 参加型村 プロジェクト （2012 2016 ） 

－ 6 －



－ 7 －
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2 のプロジェクト 1) 地球規模課題対応国際科学技術協力（Science and Technology Research 

Partnership for Sustainable Development SATREPS） 州 業大学 マレーシア・プトラ大学及びサバ大学 生
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めの 参加型村 プロジェクト （2012 2016 ） 

 

 
 

及び国際的 の な技術的 的 の

動員 ため 関 機関 支  

 

 

 

 

 

 

 

: 

な  

1-7. 地 政 NGO 関連機関 協調 農業の

持続 な 地 コ ーリ ム 事業

の 参 た保全のため

の生計 的  

1-8. 大規模開発プロジェクト

の環境 ため 関 機関 関連

法 の 支  

1-9. 地 地 政 機関 NGO 関 機関 対

CEPA 関 研修  

1-10. SEEP（Sabah Environmental Education Policy）の

タリング 支  

1-11. 保全 環境 び ない 活動のた

めの河川管理 関 規 の 及び法

関  

 2:  

生物多様性・

生態系保全

関 サバ州

の 国

的・国際的

 

2-1. サバ州の ため文書・文 の

め 加の調査  

2-2. 生物多様性（保全）のための な 調 の

関 調査 （ Payment for Ecological 

Services (PES) biodiversity accounting, rationalization of 

incentives and taxes for sustainable development  

REDD+ CSR and strengthening of the Biodiversity 

Centre Fundな ）  

2-3. TCTPの 画 ター ロー

アップ  

2-4. 連 政 協調 サバ州の

関 ため国 た 国際会議 シン

ジ ム セ ー 研修 の開

への参加  

2-5. 全国レ の政策策 プロセス サバ州の

 

2-6. 的な 戦略 関 関 機関 支

 

 

－ 7 －



－ 8 －

 

 
 

第 プロジェクトの プロセス 

 

３－

(1)  マレーシア の  

  マレーシア の の の 示 た  

員の  

プロジェクト イレクター サバ州  

プロジェクト イレクター サバ大学 学  

プロジェクトマネージ ー NRO  

C/P 機関（ 15） 州政 機関関機関 ITBC/UMS 

 NRO プロジェクト事務 及び  

NROの 支  

（ 計: 3,602 ） 

2013  571.61  < 物の >: 

務 機 会議 の  2014  1,100.24  

2015  1214.01  

2016 * 716.21  

* 2016 9  

 

(2)  の  

  の の の 示 た  

 

 

 

（ 計 4 ） 

2 ー ・ア バイザー 

1 業務調  

1 業務調 /環境教育 

 

（ 計 36 ） 

CRBR管理（4）  （3） 

管理（3） 開発（2） 

コ 開発（4） バ 調査（3） 

持続的リー ーシップ（2） 生物多様性戦略 タリング（1） 

持続的 地管理（2） 環境教育（1） 

ラムサー 地管理計画

タリング（1） 

修 / 物 示（1） 

研修 

    （ 計 62 ） 

2013  20   

2014  18  

2015  17  

2016  7 （2016 9 ） 

機  
計 22,248 リン （RM）（ラップトップ・コン ーター3

GPS 1機 機 1 ）（ 計 600,696 1リン 27 ） 

－ 8 －
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事業 化

（49,033,901 ） 

2013  364,801.75 リン （11,301,558 ） 

2014  514,286.00 リン （16,626,866 ） 

2015  556,180.95 リン （16,746,608 ） 

2016  163,314.64 リン （4,358,8678 ）（2016 9 ） 

 

３－２

1及び 2 ため 11の活動 6の活動の 計画

い の 1の 11の活動の の活動 の活動

た 2 の の活動の 三 の活動 の活動

の活動 た   

1 2の 活動の 示  

 

(1) 1の活動 

1 ための活動の 示 た  

 1: サバ州 生物多様性・生態系保全の管理シス ム 化  

活動   

1-1. SBS の な ・修 支

 

 

タリング SBS プロジェクト

た ERE コンサ タントグ ープ

た SBSの公 発 2016 10 11

た  

1-2. SBS の タリングシス ム 開

発 （ ーマット ー

バック）  

1-3. CRBRの管理計画・ 事業計画の

ター 支  

 

管理計画/ 事業計画 化 た プロジェク

ト の 議  

1-4. 機関及び の関 の 続的な

協力関 サバ州 い JICA

の支 の環境技術・ 保

全プロジェクト 協力 会 ・

的  

続  

プロジェクト の JICA プロジェクト（SATREPS 

及び の 技協） 協 ため の

活動の い 河川環境教育

プログラム（REEP）活動 2013 Sandakan 

2014 Papar 2016 Penampang た   

1-5. 管理計画の 調

のためのプログラム 機関 協調

（UNDP/GEF EU funded REDD+

な ）  

続  

NRO 2016 UNDP PES ーマ た会議

開 た プロジェクト NRO PES 

ム ための協力 模 ため 連

い   
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1-6. 生計 及び のため連

州 地 政 及び国際的

の な技術的 的 の動員

ため 関 機関 支  

続  

DOA SPsな の関連機関 プロジェクト

Tudan 村の グ ープ 対 技術支

た プロジェクト Tudan 村

ITBC/UMS の生計 の調査プロジェクト 協力

た のプロジェクト 連 政

い  

1-7. 地 政 NGO 関連機関 協調

農業の 持続 な 地

コ ーリ ム 事業の 参

た保全の

ための生計 的  

続  

プロジェクト Tudan 村 Sintuong-Tuong/Kiporing

村 い 関 機関 協調 参加型農村調査

（PRA） の なコ ース

た保全のための生計 活動 的

た  

1-8. 大規模開発プロジェクト

の環境

ため 関 機関 関連法 の

支  

続  

プロジェクト C/P 機関 プロジェクトのサイト

い 生物多様性保全への のイン クト た

ない ター の 支 た   

1-9. 地 地 政 機関 NGO

関 機関 対 CEPA 関 研修

 

 

プロジェクト サバ州 国 研修（CEPA ）

た た プロジェクト 関 機関 CEPA 

ット研修 た  

1-10. 環境教育政策（SEEP）の タ

リング 支  

 

EPD コンサ タント SEEP ター

コンサ タント た

た   

1-11. 保全 環境 び ない

活動のための河川管理 関 規

の 及び法 関

 

 

調査 書 Economics of River Basin Management 

toward Sustainable Development for Biodiversity and 

Ecosystems Conservation in Sabah の

規 関 た

保全 の  
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1-6. 生計 及び のため連
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ため 関 機関 支  

続  

DOA SPsな の関連機関 プロジェクト
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1-7. 地 政 NGO 関連機関 協調

農業の 持続 な 地

コ ーリ ム 事業の 参

た保全の

ための生計 的  

続  

プロジェクト Tudan 村 Sintuong-Tuong/Kiporing

村 い 関 機関 協調 参加型農村調査

（PRA） の なコ ース

た保全のための生計 活動 的

た  

1-8. 大規模開発プロジェクト

の環境

ため 関 機関 関連法 の

支  

続  

プロジェクト C/P 機関 プロジェクトのサイト

い 生物多様性保全への のイン クト た

ない ター の 支 た   

1-9. 地 地 政 機関 NGO

関 機関 対 CEPA 関 研修

 

 

プロジェクト サバ州 国 研修（CEPA ）

た た プロジェクト 関 機関 CEPA 

ット研修 た  

1-10. 環境教育政策（SEEP）の タ

リング 支  

 

EPD コンサ タント SEEP ター

コンサ タント た

た   

1-11. 保全 環境 び ない

活動のための河川管理 関 規

の 及び法 関

 

 

調査 書 Economics of River Basin Management 

toward Sustainable Development for Biodiversity and 

Ecosystems Conservation in Sabah の

規 関 た

保全 の  

  

 

 
 

(2) 2の活動 

2 ための活動の 示 た  

 2: 生物多様性・生態系保全 関 サバ州の 国 的・国際的  

活動   

2-1. サバ州の ため文

書・文 の め

加の調査  

 

プロジェクト 14 の文 / め

プロジェクト 4 の文 /

め な い  

2-2. 生物多様性（保全）のための な

調 の 関 調査

（ PES biodiversity accounting

rationalization of incentives taxes for 

sustainable development REDD+ CSR and 

strengthening of the Biodiversity Centre 

Fundな ）  

 

プロジェクト コスタリ PES のスタデ アー

た た Study on Economics of River Basin 

Management for Sustainable Development on 

Biodiversity and Ecosystems Conservation in Sabah の調

査 書 た PES 事 い 4 の

員 の研修 Training for Realizing a Society in 

Harmony with Nature 参加 た   

2-3. TCTP の 画 ター

ローアップ  

 

プロジェクト 関連機関 協 第三国研修

画 ジ ー （研修計画） 開

発 た ローアップ調査 2013 10

ン タンザ ア 2014 スリラン 2015

ト ム ン ジア た  

2-4. 連 政 協調 サ

バ州の 関 ため

国 た 国際会議 シン ジ ム セ

ー 研修 の開

への参加  

続  

プロジェクト 2015 12 CRBRセ ー 開

Sabah Wetlands Conservation Society

国際 地シン ジ ム（ISCMW）（2014 10

2016 9 ） 開 た た プロジェク

ト 国際会 /シン ジ ム/セ ー 16

参加 た プロジェクト NRO  SATOYAMA

イ シア 国際 ート ーシップ（IPSI）アジア

地 ークシ ップ 2017 4 開 の 支

 

2-5. 全国レ の政策策 プロセス

サバ州の  

続  

NRO ークシ ップ（関 会 戦略 会 ）

2 開  2014 12 12 クアラ ンプー

開 た MY BioD セ ー（ 題  
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成３－３

の の た指 の

1の大 の指 指 の の査 指 1-1-1

プロジェクト 2の指 い  

1 2の 示 た  

 1: サバ州 生物多様性・生態系保全の管理シス ム 化  

指   

1-1. CRBRの管理計画及び 事業計画

州政 （プロジェク

トの） イロット（サイト ）

活動及びCEPA活動の な

 

1-1-1. イロット・サイトの

生計活動 プロジ

ェクト 育 活動

 

1-1-2. CRBR CEPA ット研

修の対 の 保全 対

 

 

CRBR管理計画及び 事業計画の技術会

2015 開 の計画

2016 11 化 た Sabah Water 

Resource Council プロジェクト

サバ州政 の 議 い

 

指 1-1-1 関 イロット・サイトの

の 査  

指 1-1-2 関 EPAの業務指示書（TOR）

研修の参加 への 調査 大多 の

参加 環境 た  

1-2. LKSW CEPA ット研修の

対 の 保全 対

 

 

CEPA ット研修への参加 への 調査

大多 の参加 環境 対 の

動 た い  

1-3. グ ープの生物多様性・生態系

保全 関  

 

プロジェクト活動 ター ットグ ー

プの た い  

1-4. SBS タリングシス ム

 

 

SBS タリングシス ム 公

2016 10 11 動 た  

Mainstreaming biodiversity: Challenges and 

Opportunities） い SBSの 略 発 た  

2-6. 的な 戦略 関 関

機関 支  

 

プロジェクト EPD 環境教育プログラム のビ

デ Environmental Education in Sabah 

サバのイ シア の 支 た  
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成３－３
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2015 開 の計画

2016 11 化 た Sabah Water 

Resource Council プロジェクト

サバ州政 の 議 い

 

指 1-1-1 関 イロット・サイトの

の 査  

指 1-1-2 関 EPAの業務指示書（TOR）

研修の参加 への 調査 大多 の

参加 環境 た  

1-2. LKSW CEPA ット研修の

対 の 保全 対

 

 

CEPA ット研修への参加 への 調査

大多 の参加 環境 対 の

動 た い  

1-3. グ ープの生物多様性・生態系

保全 関  

 

プロジェクト活動 ター ットグ ー

プの た い  

1-4. SBS タリングシス ム

 

 

SBS タリングシス ム 公

2016 10 11 動 た  

Mainstreaming biodiversity: Challenges and 

Opportunities） い SBSの 略 発 た  

2-6. 的な 戦略 関 関

機関 支  

 

プロジェクト EPD 環境教育プログラム のビ

デ Environmental Education in Sabah 

サバのイ シア の 支 た  

 

 
 

 

 2: 生物多様性・生態系保全 関 サバ州の 国 的・国際的  

指   

2-1. サバ州の 関 文書

な 5  

 

2013 のアジア公園会議（ ） 2014 の 公園

会議（ ーストラリア） コ ー

ン（CUZ）の な 5 の文書 サバ州の

た  

2-2. な の国 国

際セ ー ークシ ップ 会

議 開  

 

Sabah Wetlands Conservation Society 2014 2016

ISCMW 開 CRBR の国 セ ー 2015

12 開 た  

2-3. ンター ート機関

な 2 の国際セ ー

ークシ ップ 会議 参加  

 

C/P機関 2013 の 開 たアジア公園会議

2016 開 た第 アジア生物文化多様

性国際会議な の の国際セ ー ークシ

ップ 会議 参加 た  

2-4. な 50

TCTP 参加  

 

第三国研修 計 70 参加 た（2013 13

2014 20 2015 17 2016 20 ）  

2-5. な 90%の参加

TCTP 関  

 

調査の 第三国研修参加 の 92

95% た 2016 の プロジェクト

調査  

2-6. 国 のネット ーク

生物多様性・生態系保全のた

め  

 

NRO マレーシア の IPSIの公 会員 な た

IPSIのアジア地 会 2017 4 開

た 環境 （MoNRE） マレーシア国

地員会 た  

2-7. 2014 マレー

シアの National Biodiversity 

Strategy SBSの

 

 

2014 策 た SBSの マレーシア生物多

様性国 戦略 （2016-2025） い

保 の のための法 化計画 タ ー （生

物多様性 保全 な 持続的 的 ）

の な 及 い  
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プロジェクト３－

プロジェクト の た の指 の 指

1 指 3及び指 4 指 2 い プロジェク

ト の 示 た  

プロジェクト 国 的・国際的 の サバ州 持続 な開発のための生物

多様性・生態系保全  

指    

1. プロジェクト活動 SBSの

 

 

タリングシス ム SBS プロジ

ェクトの支 た た プロジェクト

保 地コ 的な協

力活動 的 SBS の

い  

2. SBSの 化 た

法 ター Biodiversity 

Council及びChief Minister

 

 

タリングシス ム 開発 い の

SBSの ター タリング

 

3. 生物多様性・生態系保全 関 サ

バ州の 国 的・国際的 い事

参  

 

マレーシア国 生物多様性政策 （2016-2025）

SBS 保 指 法 化計画 及

い た タ ー 生物多様性 保全 な

持続的 的 及 い

サバ州政 IPSIのアジア地 会 2017

4 開 サバ州の

 

4. 生物多様性保全 関 国際的な

の 規サイト な

1 録 サ

イト  

 

CRBR 2014 6 UNESCO のMAB計画の

生物 保 地 （BR） 国際調 委員会

（ICC） コタ バ 地 ラム

サー 地への 録 い  
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プロジェクト３－

プロジェクト の た の指 の 指

1 指 3及び指 4 指 2 い プロジェク

ト の 示 た  

プロジェクト 国 的・国際的 の サバ州 持続 な開発のための生物

多様性・生態系保全  

指    

1. プロジェクト活動 SBSの

 

 

タリングシス ム SBS プロジ

ェクトの支 た た プロジェクト

保 地コ 的な協

力活動 的 SBS の

い  

2. SBSの 化 た

法 ター Biodiversity 

Council及びChief Minister

 

 

タリングシス ム 開発 い の

SBSの ター タリング

 

3. 生物多様性・生態系保全 関 サ

バ州の 国 的・国際的 い事

参  

 

マレーシア国 生物多様性政策 （2016-2025）

SBS 保 指 法 化計画 及

い た タ ー 生物多様性 保全 な

持続的 的 及 い

サバ州政 IPSIのアジア地 会 2017

4 開 サバ州の

 

4. 生物多様性保全 関 国際的な

の 規サイト な

1 録 サ

イト  

 

CRBR 2014 6 UNESCO のMAB計画の

生物 保 地 （BR） 国際調 委員会

（ICC） コタ バ 地 ラム

サー 地への 録 い  

  

 

 
 

３－５

の の 示 た  

サバ州 生物多様性保全 持続 な開発のアジア 的 国

的・国際的  

指   

1.（協力 ）5 な 20

の研 生物多様性及び持続 な開発

の研 のため サバ州   

指 1 指 3 関 プロジェクト

5 な

デザイン い

  

 

2.（協力 ）5 な

の デ ア 生物多様性保全 持続

な開発の のため サバ州   

3. （協力 ）5 な 5

の生物多様性保全 持続 な開発 関

サバ州の ・ 文 国際的

な  

4. マレーシア政 の

関 書 サバ州の

 

の 対 サバ州の

11 関 2016 シコ 開

生物多様性 第 13 国会議

（CBD-COP13）のマレーシア政 の 書

及 い  

 

プロ３－

 

(1)  プロジェクト管理  

2013 6 14 た R/D プロジェクト運営委員会（Project Steering 

Committee PSC）及びプロジェクト管理委員会（Project Management Committee PMC）

の 機 の 理 た  
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PSC会 2013 12 17 2014 10 24 2015 6 30 の 3

開 た（ 1 の ース） PMC会  R/D い 3

開 た PSC会 及び PMC会 い プロジェクトの 課

題  委員会の ンバー 議 た プロジェクト の

ため 1 活動 書 関 機関 い  

 

(2)  プロジェクト  

プロジェクトの 機関 事務 サバ州政 機関及び ITBC/UMS

サバ州政 機関 NRO SaBC SPs SFD SWD DID EPD DOA STB LSD FiA

の 機関 レビ ー調査 い プロジェクト活動 C/P 機

関の 化 た プロジェクトの 活動の C/P 機関

た  

活動 機関 

- SBSの 国際・国 の関 機関の調  

- LKSW管理計画及び CRBR 管理計画の 関 機関の調

 

- LKSW 地 のバッ ー・ ーン 活動の ・管理

関 機関の調  

- CRBR地 のバッ ー・ ーン トランジシ ン リア

活動の ・管理 関 機関の調  

NRO 

- CRBR 地 のコア リア 活動の ・管理（環境教育

活動 ） 

SPs 

- LKSW 地 のコア リア 活動の ・管理（環境教育 SFD 

プロジェクトダイレクター プロジェクトマネージャー

(サバ州官房長官) (NRO長官)
副プロジェクトダイレクター 書記 NRO
(サバ大学副学長)
プロジェクトマネージャー

(NRO長官)
メンバー メンバー

連邦政府

サバ州政府

日本側 全ICA専門家
JICAマレーシア事務属

副議長

書記

マレーシア側
マレーシア側

ITBC-UMS、サバ州政府機
関、郡事務属

日本側

チーフアドバイザー及び業務
調整員

プロジェクト運営委員会  (PSC) プロジェクト管理委員会  (PMC)

(プロジェクトの全般的な運営管理と実施に係
る責任）

(プロジェクト活動の進捗モニタリング)

議長 議長
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PSC会 2013 12 17 2014 10 24 2015 6 30 の 3
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関 機関の調  

- CRBR地 のバッ ー・ ーン トランジシ ン リア

活動の ・管理 関 機関の調  
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- CRBR 地 のコア リア 活動の ・管理（環境教育
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プロジェクトダイレクター プロジェクトマネージャー

(サバ州官房長官) (NRO長官)
副プロジェクトダイレクター 書記 NRO
(サバ大学副学長)
プロジェクトマネージャー
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日本側 全ICA専門家
JICAマレーシア事務属

副議長

書記

マレーシア側
マレーシア側

ITBC-UMS、サバ州政府機
関、郡事務属

日本側

チーフアドバイザー及び業務
調整員

プロジェクト運営委員会  (PSC) プロジェクト管理委員会  (PMC)

(プロジェクトの全般的な運営管理と実施に係
る責任）

(プロジェクト活動の進捗モニタリング)

議長 議長

 

 
 

活動 ） 

- イロット活動 DOA 

- 発 ・ 活動 NRO/ITBC 

 

(3)  プロジェクトの 物 

プロジェクト活動 の プロセス い 多 多様な 書

ター ットグ ープ い プロジェクト 物

のリスト 調査 書（ 文） の Appendix 6 示 た  
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第  

 

－

プロジェクトの 性  い  

 

(1)  マレーシア開発政策 の 性 

プロジェクト マレーシアの国 開発計画 サバ州の開発計画及び生物多様性・生態

系保全 関連 た政策 い  

のマレーシアの国 開発計画 第 11 マレーシア計画（11th Malaysia Plan）

（2016 2020 ） い 国 へ ため の戦略的 的

の 持続性 レジリアンスのためのグリーン の な

い た サバ州の開発計画 サバ州開発及び発 の指 （Way forward of Sabah 

State Development and Advancement） のアジェン ・ 示 の

アジェン い ー ング の 開発

な 全な生態系 支 保全のため の地 保 示

い の指 SBS SEEP の生物多様性・生態系保全 関

政策 プログラム い た の サバ州の戦略的 動

計画（Sabah’s Strategic Long Term Action Plan）（2016 2035 ） い サバ州の開

発 会 環境 及び SBS 計画の ー の

い い  

 

(2)  サバ州政 の開発 ー の 性 

の計画・政策の サバ州政 生物多様性・生態系保全 関 的政

策 SBS の策 BBEC ェー 2 い の策 支 た な

州政 SBS ・ タリング ための 力 化

プロジェクト 州政 関 機関の調 力 化 SBS の

指 い プロジェクト サバ州政 の開発 ー い  

 

(3)  の対マレーシア ODA政策 の 性 

プロジェクト の対マレーシア 政策 い  

政 の 対マレーシア国 （2012 4 策 ）及び JICAの 国

ー ー の い の 協力 ート ー の関

アジアの地 協力の 野の 国

た の た発 の支 い の プロジェクト 政 の

政策 JICAの い  
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第  

 

－

プロジェクトの 性  い  

 

(1)  マレーシア開発政策 の 性 

プロジェクト マレーシアの国 開発計画 サバ州の開発計画及び生物多様性・生態

系保全 関連 た政策 い  

のマレーシアの国 開発計画 第 11 マレーシア計画（11th Malaysia Plan）

（2016 2020 ） い 国 へ ため の戦略的 的

の 持続性 レジリアンスのためのグリーン の な

い た サバ州の開発計画 サバ州開発及び発 の指 （Way forward of Sabah 

State Development and Advancement） のアジェン ・ 示 の

アジェン い ー ング の 開発

な 全な生態系 支 保全のため の地 保 示

い の指 SBS SEEP の生物多様性・生態系保全 関

政策 プログラム い た の サバ州の戦略的 動

計画（Sabah’s Strategic Long Term Action Plan）（2016 2035 ） い サバ州の開

発 会 環境 及び SBS 計画の ー の

い い  

 

(2)  サバ州政 の開発 ー の 性 

の計画・政策の サバ州政 生物多様性・生態系保全 関 的政

策 SBS の策 BBEC ェー 2 い の策 支 た な

州政 SBS ・ タリング ための 力 化

プロジェクト 州政 関 機関の調 力 化 SBS の

指 い プロジェクト サバ州政 の開発 ー い  

 

(3)  の対マレーシア ODA政策 の 性 

プロジェクト の対マレーシア 政策 い  

政 の 対マレーシア国 （2012 4 策 ）及び JICAの 国

ー ー の い の 協力 ート ー の関

アジアの地 協力の 野の 国

た の た発 の支 い の プロジェクト 政 の

政策 JICAの い  

 

 
 

(4)  ター ットグ ープの ー の 性 

  プロジェクトのター ットグ ープ R/D及び PDM い 関 州政 機関の

員 イロット・サイトの地 UMSの研 ロー NGO

プロジェクトの 的 活動 の ー 計画 い  

 

(5)  法 の  

プロジェクト 持続的開発ための生物多様性 生態系保全 課題 な

い ター ットグ ープの 力開発 対応 い た の PDM (Version 4) 

い  

 
－２

プロジェクトの 性 “ い  

 

(1)  プロジェクト の  

タリングシス ム SBS CRBRの管理計画/ 事業計画の策 た

関 プロジェクト 計画 議 活動

た の プロジェクトの三 (i) SBS の支 (ii) 持続的開発

のための イロットプロジェクト活動 CRBR 管理計画の策 (iii) 第三国研修な

た 国 のサバ州の の い  

 

プロジェクト 国 的・国際的 の サバ州 持続 な開発のための

生物多様性・生態系保全  

指   

1. プロジェクト活動 SBSの   

2. SBSの 化 た 法 ター Biodiversity 

Council及びChief Minister  
 

3. 生物多様性・生態系保全 関 サバ州の 国 的・国際的

い事 参  
 

4. 生物多様性保全 関 国際的な の 規サイト な

1 録 サイト  
 

の  

の 指 の プロジェクト プロジェクト

 

 

(2) 理的 性 プロジェクト のための  

レビ ー PSC た PDM (Version 4) の  
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プロジェクト の の関 理的 性 い プロジェクト

への JICA の支 関連プロジェクト 計画 関

サバ州 の た 関連 SATREPS

プロジェクト 生物多様性保全のための ーム 業 グリーン の プロジェ

クト （2013 2017 ）の イロット・サイト NROの全 的支 サバ州

動 た た 性 め

い  

 

(3) プロジェクト のための  

  プロジェクト の な  

 NROの調 力の 化 関 機関の い リー ーシップ  

 プロジェクト活動（ 第三国研修）の の UMSの計画・管理 力の  

 国際会議 研修 な 戦略的 リー ーシップ/イ

シア の 化 な のネット ークの た

UMSの 学 （ プロジェクト イレクター）の への   

 研修の C/P機関 員の ーシ ン めた  

 サバ州国 研修 地コ 参加 生物多様性 生態系

保全の 機 化 た  

 

(4) プロジェクト のための  

  プロジェクト の な  

  SBSの 議 た  

  LKSW地 の の 化  

  プロジェクト活動 関 C/P機関の た 員  

  C/P機関への 的な （ C/P機関の ないプロジェクト活動

への 員の の ）  
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プロジェクト の の関 理的 性 い プロジェクト

への JICA の支 関連プロジェクト 計画 関

サバ州 の た 関連 SATREPS

プロジェクト 生物多様性保全のための ーム 業 グリーン の プロジェ

クト （2013 2017 ）の イロット・サイト NROの全 的支 サバ州

動 た た 性 め

い  

 

(3) プロジェクト のための  

  プロジェクト の な  

 NROの調 力の 化 関 機関の い リー ーシップ  

 プロジェクト活動（ 第三国研修）の の UMSの計画・管理 力の  

 国際会議 研修 な 戦略的 リー ーシップ/イ

シア の 化 な のネット ークの た

UMSの 学 （ プロジェクト イレクター）の への   

 研修の C/P機関 員の ーシ ン めた  

 サバ州国 研修 地コ 参加 生物多様性 生態系

保全の 機 化 た  

 

(4) プロジェクト のための  

  プロジェクト の な  

  SBSの 議 た  

  LKSW地 の の 化  

  プロジェクト活動 関 C/P機関の た 員  

  C/P機関への 的な （ C/P機関の ないプロジェクト活動

への 員の の ）  

  

 

 
 

－３

プロジェクトの 性  い  

 

(1)  の  

の い 示 た  

1 サバ州 生物多様性・生態系保全の管理シス ム 化  

指    

1-1. CRBR の管理計画及び 事業計画 州政 （プロジェ

クトの） イロット（サイト ）活動及び CEPA活動の

な  

1-1-1 イロット・サイトの 生計活動 プロジ

ェクト 育 活動  

1-1-2 CRBR CEPA ット研修の対 の 保全 対

 

 

1-2. LKSW CEPA ット研修の対 の 保全 対

 
 

1-3. グ ープの生物多様性・生態系保全 関   

1-4. SBS タリングシス ム   

の  

CRBR管理計画/ 事業計画 議 のため SBS タリン

グシス ム 2016 10 11 公 立 プロジェクト プロジェクト SBS

タリングシス ムの 査 な い 指 1-1-1 関

イロット・サイトの の い のの プロジェクト

の 査 計画 1 プロジェクト

 

 

2 生物多様性・生態系保全 関 サバ州の 国 的・国際的  

指    

2-1. サバ州の 関 文書 な 5   

2-2. な の国 /国際セ ー ークシ ップ 会議 開

 
 

2-3. C/P機関 な の国際セ ー ークシ ップ 会議

参加  
 

2-4. な 50 TCTP 参加   

2-5. な 90%の参加 TCTP 関   

2-6. 国 のネット ーク 生物多様性・生態系保全のため  
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2-7. 2014 マレーシアのNational Biodiversity Strategy SBS

の  
 

の  

の指 2 い   

 

(2)  活 の  

  マレーシア の の 計画 た活動 タ

イ ング い た マレーシア の への対応

プロジェクト 業務調 環境教育 い 機

プロジェクト活動 のため 管理 活 い C/P機関 研修

た 技術 業務 のため い 性 な

地 プロジェクト活動 のため 活 い  

 

(3)  のための  

の た  

  

SBS 議  の レビ ー調査

い た

な

い た  

UNESCO MAB計画ICC 的 CRBRのBR

 

C/P機関への 大 ない

た 性 め い  政 なC/P 的 会議

及びプロジェクト活動 事

 

(4)  プロセス 

調査 の PO 際のプロジェクト活動の た  プロジェクト

プロジェクト の た サバ州 の の

力 プロジェクト のため の課題 た プ

ロセス 調 サバ州政 の 政 続 の い

いプロジェクト活動の いない  

 PSC会 3 （1 1 ） 開 C/P 機関 協

な た PMC 会 プロジェクトの タリング

ため 3 開 た   

 プロジェクトの タリング 的 プロジェクト の 活動 書

関連 C/P 機関 い の な 的な プロジェクトの
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2-7. 2014 マレーシアのNational Biodiversity Strategy SBS

の  
 

の  

の指 2 い   

 

(2)  活 の  

  マレーシア の の 計画 た活動 タ

イ ング い た マレーシア の への対応

プロジェクト 業務調 環境教育 い 機

プロジェクト活動 のため 管理 活 い C/P機関 研修

た 技術 業務 のため い 性 な

地 プロジェクト活動 のため 活 い  

 

(3)  のための  

の た  

  

SBS 議  の レビ ー調査

い た

な

い た  

UNESCO MAB計画ICC 的 CRBRのBR

 

C/P機関への 大 ない

た 性 め い  政 なC/P 的 会議

及びプロジェクト活動 事

 

(4)  プロセス 

調査 の PO 際のプロジェクト活動の た  プロジェクト

プロジェクト の た サバ州 の の

力 プロジェクト のため の課題 た プ

ロセス 調 サバ州政 の 政 続 の い

いプロジェクト活動の いない  

 PSC会 3 （1 1 ） 開 C/P 機関 協

な た PMC 会 プロジェクトの タリング

ため 3 開 た   

 プロジェクトの タリング 的 プロジェクト の 活動 書

関連 C/P 機関 い の な 的な プロジェクトの

 

 
 

の 理 的 た  

 プロジェクト た 法 技術 C/P 機関 C/P

機関への技術 研修 題な た

た技術 C/P機関の技術的 力の 化 大 い  

クト－

プロジェクトのイン クト い  

 

(1)  の  

の プロジェクト た指

 

サバ州 生物多様性保全 持続 な開発のアジア 的

国 的・国際的  

指  

1.（協力 ）5 な 20 の研 生物多様性及び持続 な開発の

研 のため サバ州  

2.（協力 ）5 な の デ ア 生物多様性保全 持続 な

開発の のため サバ州  

3.（協力 ）5 な 5 の生物多様性保全 持続 な開発 関

サバ州の ・ 文 国際的な  

4. マレーシア政 の 関 書 サバ州の

 

の  

の の プロジェクト の 指 1 2

3 プロジェクト 5 指 4 関 2016

シコ 開 CBD-COP 13のため マレーシア政 の 書の

の 対 サバ州の 及 い の な

 

 

(2)  のための  

プロジェクト への 生物多様性・生態系保全 関 マレ

ーシア及びサバ州の政策 の い 続 の 性

の い た 性 め

い  
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(3)  のイン クト 

の のイン クト 観 い  

 ITBC/UMSの調査研 プロジェクト “Environmental Conservation and Community Capacity 

Building at Kg. Tudan, Tuaran, Sabah: Utilizing Mulberry Tree in Tudan” イロットプロジ

ェクトのサイト のプロジェクト活動の 計画 た のプロジェクト

連 政 地の生計 のため 関 研 い    

 Babagon 地 保 保全 ための法 化のプロセス 開

い NROの 管理プロジェクトの たサバ州 の め

の ース 保全の 議 州レ NROの

た  

 生計 活動の イロット・サイト Tudan 村 持続的コ 開発の州の

デ い  

 イロットプロジェクト・サイト た PRA DOA の な ー

の村 PRA い 計画  

 PSC会 （2015 10 24 ）の い SPs REEP 業務の 環

化 REEP のリー ーシップ た  

のイン クト いない  

 

(4)  の ない  

1) の ない  

Tudan 村の 性グ ープの ンバー イロットプロジェクト活動 た

3村の の ンバー い  

2) の ない  

の ない いない た の い ジェン

ー の ップの 大 いない  

 

－５

プロジェクトの持続性 い  

  

(1)  政策・ 的 : い 

マレーシアの国 開発計画 第 11 マレーシア計画 （2016 2020 ）及びサバ州

の開発計画 サバ州開発及び発 の指 サバ州の戦略的 動計画（2016 2035 ）

生物多様性 生態系保全 的 プロジェクト の NROの 関 の

の 的 プロジェクト 続

 

持続性の政策・ 的 い た   
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(3)  のイン クト 

の のイン クト 観 い  
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 Babagon 地 保 保全 ための法 化のプロセス 開

い NROの 管理プロジェクトの たサバ州 の め

の ース 保全の 議 州レ NROの
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 生計 活動の イロット・サイト Tudan 村 持続的コ 開発の州の

デ い  

 イロットプロジェクト・サイト た PRA DOA の な ー

の村 PRA い 計画  

 PSC会 （2015 10 24 ）の い SPs REEP 業務の 環

化 REEP のリー ーシップ た  

のイン クト いない  

 

(4)  の ない  

1) の ない  

Tudan 村の 性グ ープの ンバー イロットプロジェクト活動 た

3村の の ンバー い  

2) の ない  

の ない いない た の い ジェン

ー の ップの 大 いない  

 

－５

プロジェクトの持続性 い  

  

(1)  政策・ 的 : い 

マレーシアの国 開発計画 第 11 マレーシア計画 （2016 2020 ）及びサバ州

の開発計画 サバ州開発及び発 の指 サバ州の戦略的 動計画（2016 2035 ）

生物多様性 生態系保全 的 プロジェクト の NROの 関 の

の 的 プロジェクト 続

 

持続性の政策・ 的 い た   

 

 
 

 

(2)  的 :  

のサバ州政 の 員 政策 C/P 機関の 員 い サバ州政

の 的な 員 プロジェクト の持続性 ない 加

プロジェクト 技術 た技術 員 の 局 地 い

  

た 持続性の 的 た   

 

(3)  政的 :   

政的持続性 プロジェクト の持続性の の の 化

プロジェクトの持続性 保 ため サバ州政 な

PES 関 Babagon 地 保 保全 プロセ

ス 開 的な 立 た な の 管

理計画 活動計画 策 PES ム 化 いない   

持続性の 政的 た  

 

(4)  技術的 : い 

た プロジェクト た技術 C/P 機関 対

法の い た C/P 機関 研修 JICA （ ）

題な 技術 い C/P 機関 た技術 的

業務 活 い た C/P機関 プロジェクト た文書 プ

ロジェクト 及 ため 活  

た 持続性の技術的 い た  
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第  

 

５－

プロジェクト の た のの プロジェクト活動

プロジェクト プロジェクト

た プロジェクト サバ州 の生物多様性 生態系保全 関 C/P

機関 サバ州の持続的開発 い 協 な た た  

プロジェクト 地 調 の 及び 研修 地 の

機的な支 C/P機関の 力開発 大 た の  C/P機関の技

術的及び 的 力 大 た   

た C/P機関のプロジェクト 協力 い 加 プロジェクト活

動への 的な関 た た の

5 の た  

 

   

性 い 
プロジェクト マレーシア/サバ州の開発政策 の 政策

た ター ットグ ープの ー 対応 い  

性  

プロジェクト レビ

ー調査 の PDM (Version 4) い プロジ

ェクト の の 理的 性 保 い   

性 い 

プロジェクト活動の 的な

生 いな 技術 題な コスト・ ー ーマン

ス い    

イン クト  

的な C/P

機関の 力開発 イロットプロジェクト活動の い

のイン クト ない のイン クト いない  

持続性  

政策・ 的持続性及び技術的持続性 い な 的持

続性及び 政的持続性 い 員 の 保 関

な た  

* 5 （ い い） ランク た  

の 調査 プロジェクト の計画 2017 6 30

プロジェクト のプロジェクト の持続性 保

ため マレーシア の プロジェクト の
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第  

 

５－

プロジェクト の た のの プロジェクト活動

プロジェクト プロジェクト

た プロジェクト サバ州 の生物多様性 生態系保全 関 C/P

機関 サバ州の持続的開発 い 協 な た た  

プロジェクト 地 調 の 及び 研修 地 の

機的な支 C/P機関の 力開発 大 た の  C/P機関の技

術的及び 的 力 大 た   

た C/P機関のプロジェクト 協力 い 加 プロジェクト活

動への 的な関 た た の

5 の た  

 

   

性 い 
プロジェクト マレーシア/サバ州の開発政策 の 政策

た ター ットグ ープの ー 対応 い  

性  

プロジェクト レビ

ー調査 の PDM (Version 4) い プロジ

ェクト の の 理的 性 保 い   

性 い 

プロジェクト活動の 的な

生 いな 技術 題な コスト・ ー ーマン

ス い    

イン クト  

的な C/P

機関の 力開発 イロットプロジェクト活動の い

のイン クト ない のイン クト いない  

持続性  

政策・ 的持続性及び技術的持続性 い な 的持

続性及び 政的持続性 い 員 の 保 関

な た  

* 5 （ い い） ランク た  

の 調査 プロジェクト の計画 2017 6 30

プロジェクト のプロジェクト の持続性 保

ため マレーシア の プロジェクト の

   

 

 

 
 

提言５－２

の調査 調査 の事  

 

(1) C/P機関 

 プロジェクト関 機関 的 サバ州の 続 生物多様性・生態系

保全 事 国 サバ州の ・ 及  

 プロジェクト関 機関 サバ州の生物多様性・生態系保全 グリーン ・

開発 の連  

 持続的 保 ため プロジェクト関 機関 州政

続 動員 め  

 

(2) DOA 

 DOA の機関 協力 続 イロット・サイトの活動 支  

 DOA 地 の な ー （ PRA） 活 地

い 生計 活動 た 局 な 地

の文化 活 多様な農 物 加 た の開発 地 指

 

 

(3) JICA 

 JICA 的 のサバ州の ・ の発 支 サバ州

の地 政 地 生物多様性保全 い 学 ネット ーク

続 支  

 JICA 生物多様性保全 野 い 続 サバ州の ート ー

なス ーム 的 支 い  

 

教訓（他の JICAプロジェクト/プロジェクト形成）５－３

調査 調査 の教 た  

 

(1) プロジェクト レーム ーク プロジェクト管理

 プロジェクトの 規模 的なプロジェクト

応 プロジェクト めた PDMの ・

修   

 プロジェクト活動・指 プロジェクト コントロー の

プロジェクト 国際的 の 録 のプロセス 支 のプ

ロセス 機関 録 支 ない  

 多 の C/P 対 活動 野・地 多 た PO

－ 27 －



－ 28 －

 

 
 

的な PO（ 活動 及び活動 ） プロジェクト調 委

員会 い の ・ 調  

 

(2) 研修・ の活 及び  

 研修 機的 連 研修員 研修 た技術・

地 のための指 研修 支

の連 大 な 発 た  

 研修員 研修 アクシ ンプラン 関 プロジェクトの活動

な計画 事 指 国 プロジェクト の 支  

 政 の な 地 研修 参加 機会 研修

地 ・ 政 地 の いの理

め た い のため 地 （マレー ） の

い  

－ 28 －



 

 
 

具体的な PO（実施主体者、活動内容及び活動時期）を明確にし、プロジェクト調整委

員会において各自の進捗情報を共有・確認、調整する。 

 

(2) 研修・短期専門家派遣の活用及び留意点 

 本邦研修と専門家を有機的に連携させる。例えば、研修員が研修で習得した技術・経

験を、専門家が現地適用のための指導をする、短期専門家が本邦研修で受入支援する

等の連携により、大きな成果が発現された。 

 研修員が研修期間中に作成するアクションプランに関し、プロジェクトの活動に有効

な計画を作成するよう事前に指導し、帰国後プロジェクトがその実施を支援する。 

 行政官のみならず、地域住民代表者が本邦研修に参加する機会を設ける。本邦研修を

通し、地域住民が知識・経験を得るとともに、行政官と地域住民のお互いの理解が深

められる。ただし、より高い効果のためには、現地語（マレー語）通訳の配置が望ま

しい。 

 

 

 

 

付 属 資 料 

 
 

ミニッツ（M/M）及び合同評価報告書 
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